
めまぐるしい医療環境の変化に
対応できる、盤石かつ柔軟な
検査体制の構築を目指して
免疫生化学統合分析装置
「Atellica Solution」と
自動開栓装置
「Atellica Decapper」の導入

2021年5月1日に設立70周年を迎えた南大阪病院は、急性期医療から包括ケア
まで、当該地域医療全般をカバーする中核病院です。今回は、Atellica Solution

の新規導入から2ヵ月が経過した同院を訪ね、評価、今後の臨床検査業務における
活用について福田 隆 院長、臨床検査科の桑山 和哉 科長、伊澤 久美子 科長補佐、
上地 裕美 主任、上遠野 明 技師にお話をうかがいました。

南大阪病院の施設概要と特色、将来像をお聞かせ
ください
福田 院長 当院は大阪府初の民間総合病院
です。がん診療拠点病院に指定され、リハビリ
テーションクリニック、透析センター、健診セン
ター、内視鏡センターを併設しています。内視鏡
検査数は年間1万件を超え（平成29年度実績
11,216件）、これは大阪市立大学関連病院の中

で最多であり、その関係から食道裂孔ヘルニアの
手術件数は全国第1位の実績を誇っています。
また、コロナ禍にあっては、急増する新型コロナ
ウイルス感染症患者を受け入れるために50床
の1病棟を専用病床に改編しました。これらは
いずれも「地域からよろこばれ、信頼される病院
をめざす」という病院理念を実現するための施策
です。
私は昨年、院長という役職を拝命したばかり

ですので、現時点ではこれまでの70年間に培って
きたレガシーを未来に繋いでいきたいと考えて
います。しかしながら、その大前提として、激変
する医療環境の中で病院として生き残っていか
なければなりません。その上で、地域医療に貢献
することで病院の理念を全うしながら、かつ、事業
を継続する経営のあり方というものを追究して
いきたいと考えています。

Atellica Solutionの導入経緯についてお聞かせ
ください
福田 院長 新規の医療機器の導入に当たって
は、「地域からよろこばれ、信頼される病院を
めざす」という理念に適っているか、そして、病院

としての事業継続への貢献度をもって要否および
可否を判断しました。この度、Atellica Solution

を選択した主な理由には、検体投入から測定
までの全自動化による業務効率の向上がありま
した。業務効率の向上により業務の幅を広げたり、
突発的な作業などに臨機応変に対応できるよう
になることで、最終的に患者さんの利便性向上に
繋がるという点が挙げられます。また、Siemens 

Healthineersによる365日24時間体制のカス
タマーサポートにより、トラブル発生時の迅速な
対応が得られることも必要条件の一つでした。
これらの利点は上述の病院理念を追求し、かつ
激変する医療環境下で事業を継続するための
経営戦略を具現化する上でも有用であると判断
し、導入を決定しました。

桑山 科長 これまで使用していた検査分析装置
は、2011年12月の新病院移転時に医療機器の
全面的な刷新に合わせて導入したものでした。
そのため経年劣化の兆しが見え、更新の時期に
さしかかっていました。
今回の機器更新は前回の更新とは異なり、

優先度に応じて順次更新するため2018年頃から
機器選定を進めており、各メーカーから情報
収集し、入念に比較検討を重ねました。その際
の主要な検討項目は、
①導入初期費と維持費を合わせたトータルコスト
と収益の予測
②臨床検査科における業務フローへの影響、
少なくともTAT（TurnAround Time）が長く

なるようなことがないこと
③スタッフの習熟レベルを問わない操作性、
特に、当直スタッフの業務負担への影響

④ ISO15189認定取得を意識し、精度保証を
担保するためのデータトレーサビリティ機能
が備わっていること

でした。導入を決定後は、機器変更に伴う他部署
の業務への影響を想定し、無用な摩擦を避ける
べく看護師長会、医局会に対する説明会を稼働
前に複数回実施しました。

南大阪病院臨床検査科はどのような部署ですか
桑山 科長 スタッフ総数27名、そのうち今年度
の新入職員が1名、再雇用が2名、非常勤1名と
いう構成になっています。主たる業務内容は、
検体検査（生化学・免疫血清・血液・一般）、
輸血検査、微生物検査、生理機能検査、病理
検査、健診センター業務となります。
また、当院では毎年4月に提示される病院全体

の事業計画に基づき、当科所属部門である診療
支援部のBalanced Scorecard（BSC）が策定され
ますので、それに従って臨床検査科としての年間
行動計画を立てます。そして、この計画を私との
話し合いによりスタッフ個人に落とし込みます。
科長として年2回、スタッフ全員と個別面談を
行い、その席で進捗状況をチェックし目標達成
についてディスカッションします。幸いなことに、
当科は協調性に富む人材に恵まれ、相互に積極的
にサポートに入るなど、協力し合いながら業務を
進めるという雰囲気のある部署になっています。
この柔軟なチームワークや協力的な雰囲気が
検査を効率的に進めるための基礎になっている
と感じますし、当科の強みだと思います。

上地 主任 桑山科長から示された方針に必要性
を感じ、相互に助け合いながら仕事を進めてい
ます。そのようなチームワークが我々臨床検査科
の大きな強みだと思います。

Atellica Solutionについてのご評価をお聞かせ
ください
福田 院長 導入から2ヵ月しか経過していない
ので戸惑うところもあるようですが、使い慣れれ
ばメリットが明確になってくると考えています。
現時点では、Atellica Decapper（自動開栓装置、
以下Decapper）の機能を臨床検査科のスタッフ

が高く評価していると聞いています。

桑山 科長 まず、自動化機能を搭載し、迅速・
正確・簡便な免疫・生化学検査を実現すると
いうAtellica Solutionのコンセプトを高く評価
しています。ただ、この装置が持つパフォーマンス
を最大限に引き出すにはもう少し時間が必要な
ようです。以前の免疫分析装置は3世代に亘って
使用しましたが、初代の段階ではトラブルが
決して少ないとは言えず、しかし、2代目で改良
が進み、3代目になると安定をみました。同様の
ことがAtellica Solutionにも言えると考え、今は
ユーザー側のニーズにメーカー側がどのように
対応してくれるのか、期待とともに注意深く観察
しているところです。
なお、院長の福田が指摘したDecapperは、

特に、当直担当者に評判がいいようです。当直
担当者は、日勤のスタッフとの業務交代までに
病棟から回収された検体の処理を可能な限り
済ませておく必要があります。この作業には原則
として当直担当者1名で対応することから、かなり
の負荷がかかっていましたが、Decapper導入以降
はむしろ余裕を持って終了できているようです。
もちろん、日勤業務においても時間を要し、感染
リスクなどの懸念もあった採血管の開栓作業です
から、人の手を煩わすことなく機械に任せること
ができれば自ずと業務は効率化し安全性の向上
にも繋がります。その効果は、業務が集中するとき
ほど大きくなります。
また、当院ではコロナ禍に対応し、病棟1つを
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新型コロナウイルス感染症専用に転換しました。
そのような背景からも、スタッフが検体に接触
する機会を減らし、感染リスクを低下させること
を可能にするAtellica SolutionとDecapperの
導入には大きな意義があると言えます。

伊澤 科長補佐 Decapperが大いに役立って
います。今では朝出勤する時点で当直業務がほぼ
終了していますので、これまでの開栓作業がどれ
だけ大変だったのか、改めて実感しています。
この他に、Atellica Solutionでは検体の投入
および回収の負担が軽減されました。サンプル
ハンドラー **が検体を自動的に仕分けしてくれ

分析装置の変更が何らかの影響を及ぼす可能
性のある部署に対しては、事前の綿密な調整が
極めて重要であることを助言しておきたいと思い
ます。

今後の臨床検査における変化と検査科のあり方
についてのお考えをお聞かせください
桑山 科長 以前から業務フローの効率化を
行っていたのでAtellica Solutionの導入により
検体検査の業務フローは大きく変わらないと考え
ています。ただ、この装置のコンセプトは大変気に
入っていますし、導入以前と比較するとDecapper

機能により検査業務の効率化が格段に向上される
ものと期待しております。もっとも私がこの装置
に期待をかけている点は、データトレーサビリ
ティ機能です。データのトレーサビリティが担保
されることは ISO15189認定の要求事項をクリア
する上での要件であり、Atellica Solutionは
それを満たし得る装置だと考えています。今後

*Atellica CH930生化学自動分析装置：届出番号 13B1X10041000036
*Atellica IM1600免疫自動分析装置：届出番号13B1X10041000038
**Atellica SHサンプルハンドラー

るからです。また、これまで行っていた検体のバー
コードの面出しも不要となり、特に、検査業務量
がピークとなる午前9時半から10時の作業効率
が上がっていると感じています。

上地 主任 精度管理物質がサンプルハンドラー
上の保冷庫に保管され任意で設定したタイミング
で自動的に測定されるので、精度管理の作業が
軽減されました。また、装置を停止させること
なく試薬や消耗品の交換ができますので、その
分の時間を他の業務に充てています。検体の
自動仕分け機能も便利で、エラーがあれば赤く
表示されて戻ってきますので、一目でラックのどこ
に戻り検体があるのか判断がつき、対応が容易
になりました。採血管の開栓の自動化に関して
は、特に、当直担当者から本当に楽になったという
話を聞きます。オーバーキャップタイプの採血管
の栓はきつく締まっているものが多く、開けるのに
結構な力が要るのです。なお、私は生化学検査
の担当で、これまでは日本製の装置を扱うこと
が多かったせいか、Atellica Solutionの操作性
などにまだ慣れない点もあります。Siemens 

Healthineersには、ユーザビリティの点を考慮
して今後対応していただければと思います。

上遠野 技師 試薬の補充時に機械を停止しなく
ていい点、採血管の開栓が自動化された点が検査
業務効率化の上でとても役に立っています。以前
よりも検査業務の流れがシームレスになったと

の ISO15189取得に貢献してくれることを期待
しています。
一方で、8年後には臨床検査科のあり方が今

とは異なっているであろうという予測に立って
この装置を導入したのも事実です。8年後には
こうなっているであろうという具体的な予測は
できませんが、今とは異なる状況になると考え
ています。検査分析装置は進歩するでしょうし、
エコー検査もAIにより身近な検査になるかも
しれません。しかし、医療提供体制がどのように
変化し、施設機能がどのように分離あるいは
統合され、その結果、検査分析装置がどのように
配置されるか、検査技師の役割、臨床検査科の
業態の変化については、全く予想がつきません。
よりチーム医療との関わりが重要になっている
かも知れません。訪問診療に関わるようになり、
検査科スタッフは医療チームの一員として同行

感じます。これからのAtellica Solutionに期待
するところもあり、お互いに情報交換しながら、
更なる機能向上を楽しみにしています。

Atellica Solutionの導入を検討中の施設への
助言をお願いします
桑山 科長 機器変更や新規導入の際の判断
基準は、概して一致したとしても細部は施設状況、
事情によって千差万別だと思います。問題は、
導入を決定し、いざ、稼働させてから生じる部署
間の行き違いにあるように思います。これにいか
に上手に対処するかが導入後の業務を円滑に
進めるコツだと考えています。
今回のAtellica Solutionについては、Decapper

を使う上で従来の採血管からオーバーキャップ
タイプの採血管に変更する必要がありました。
採血管の変更は医局には関わりのないことです
が、看護部に対して無断でという訳にはいきま
せん。「今後はこれを」という一方的なお願い
では円滑な移行の妨げになる可能性があります
から、Decapper導入のメリット、現状の採血管
の在庫量から想定される新たな仕様の採血菅
への移行時期などについて、看護師長会で事前
に説明し、了承を取り付けました。
また、項目によっては従来装置と差異が生じる

こともあります。このような項目に関しては、医局
会での事前説明会を実施することにより、Atellica 

Solution稼働後、大きな混乱を生じることなく
スムーズな切り替えが実現できました。検査

するようになっているかもしれず、そうであれば
医療機器はモバイル化が必須となります。もは
や、操作に特別な技術や知識が求められない時代
になるかも知れませんし、そのときに技師に
求められる能力としてデータマネージメント
スキルや患者さんに検査（結果）についての説明
する能力が重要になると考えます。未来予想が
つかないからこそ、これからやってくるであろう
さまざまな変化に即応できる能力を備えた
スタッフを育て、環境変化に柔軟に対応できる
組織をAtellica Solutionと一緒に構築して
いこうと考えています。

（2021年6月29日取材）
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臨床検査科の皆様

上遠野 明 技師上地 裕美 主任

Decapper（オレンジ枠）を搭載したAtellica Solution
検体投入前の作業を自動化し、オペレーターの安心と安全をサポート。
ウェブサイトでは開栓の様子を動画でご確認いただけます。

Atellica Decapperの
詳細はこちら
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